
1977年以前出土の木簡(― )

茶
良
・平
城
官
跡

簗
七
も

１

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
六

一
年
（昭
３６
）
七
月
ぞ

一
九
六
七
年
二
月
（第
七
次
）

３

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４

調
査
担
当
者
　
小
林
剛

５

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衛
跡

６

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ど
平
安
時
代
初
期

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
で
は
、
前
項
で
と
り
あ
げ
た
本
簡
に
つ
づ
き
同
じ
推
定
大
膳
職
跡

か
ら
二
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。
木
簡
が
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
大
膳
職
跡
に

東
西
に
並
ぶ
二
つ
の
井
戸
の
う
ち
中
央
の
井
戸
ａ
門
∞μじ
で
あ
る
。
発
掘
調
査

に
よ
り
、
こ
の
井
戸
は
長
岡
遷
都
に
際
し
て

一
旦
廃
絶
さ
れ
、
平
城
上
皇
時
代

に
先
の
井
戸
を
壊
し
て
同
じ
場
所
に
新
し
い
井
戸
を
作
り
再
使
用
さ
れ
た
が
、

平
城
上
皇
の
死
に
よ
る
平
城
宮
の
廃
棄
に
よ
り
再
び
廃
絶
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
木
簡
は
首
い
方
の
井
戸
貧
井
一こ
か
ら

一
点
、
新
し
い
方
０
井
一ｇ

か
ら

一
点
出
上
し
て
い
る
。
Ａ
井
戸
か
ら
は
、
そ
の
ほ
か
土
器
、
万
年
通
宝
銭
、
神

功
開
宝
銭
、
呪
謳
の
人
形
、
斎
串
、
本
櫛
、
「
羮
所
」墨
書
土
師
器
甕
な
ど
が
検

出
さ
れ
、
Ｂ
井
戸
か
ら
は
土
器
、
緑
釉
陶
器
、
土
馬
、
隆
平
永
宝
銭
や
多
量
の

瓦
、
陽
物
形
木
器
、
斎
串
、
本
櫛
、
漆
器
、
難
波
津
の
歌
を
墨
書
し
た
土
器
筆

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

８

木
衝
の
釈
文

。
内
容
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山
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関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所

粧
本
亀
治
郎

・
岡

田
茂
弘

奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
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「
政

酔
岡
酸
醜

　

　

　

御

匠

殿

七

人

　

　

（Ｐさ

×
Ｐ∞
益

Ｐ
ｏ

聖

号

〔豊
ヵ
〕
〔簸
一ヵ
〕

ω
は
Ａ
井
戸
よ
り
、
②
は
Ｂ
井
戸
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
に
つ
い
て
は
前
項
の
場
合
同
様
、
実
物
に
あ
た
っ
て
釈
文
を
改
め
た
。
②
の

意
味
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
仕
事
の
割
ふ
り
や
物
品
の
請
求
に
関
係

す
る
木
簡
で
あ
ろ
う
。
「
津
守
貞
成
」
「御
匝
殿
」
に
つ
い
て
は

『
平
城
宮
発
掘

調
査
報
告
』
Ⅳ
に
詳
し
い
。

同 同

右 右

『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅱ

「平
城
宮
跡
第
六

・
七
次
発
掘
調
査
概
要
」

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅳ

『
平
城
宮
木
簡
』
Ｉ

『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅶ

Ｓ
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囀
×
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畠
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四
二
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尋死死死死冗
鬱其究奄全全
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